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(57)【要約】
【課題】複数のグループに割付けられたＬＥＤ器具の色
温度を違和感なく点灯制御することができる照明制御シ
ステムを提供する。
【解決手段】本発明の実施形態に係る照明システム１は
、中央制御装置と、複数の照明器具とを有する。複数の
照明器具は、それぞれが色温度を変更可能で、かつ、そ
れぞれが異なる色温度が割り付けられた複数のグループ
のいずれか、または、複数のグループに重複して割り付
けられる。中央制御装置は、制御部と、出力部とを有す
る。制御部は、複数のグループに割り付けられた複数の
照明器具を点灯制御する際に、複数のグループに重複す
る照明器具または隣接する照明器具の色温度を、複数の
グループ毎に割り付けられた色温度の中間の色温度とな
るように、複数の照明器具の色温度を制御するための制
御信号を生成する。出力部は、制御部で生成された制御
信号を複数の照明器具に出力する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中央制御装置と、
　それぞれが異なる色温度が割り付けられた複数のグループのいずれか、または、複数の
グループに重複して割り付けられる、それぞれが色温度を変更可能な複数の照明器具と、
　前記中央制御装置に設けられ、前記複数のグループに割り付けられた前記複数の照明器
具を点灯制御する際に、前記複数のグループに重複する照明器具または隣接する照明器具
の色温度を、前記複数のグループ毎に割り付けられた前記色温度の中間の色温度となるよ
うに、前記複数の照明器具の色温度を制御するための制御信号を生成する制御部と、
　前記中央制御装置に設けられ、前記制御部で生成された前記制御信号を前記複数の照明
器具に出力する出力部と、
を有することを特徴とする照明制御システム。
【請求項２】
　前記制御部は、前記複数のグループに重複する照明器具に隣接する照明器具の色温度を
、前記グループに割り付けられた前記色温度と前記重複する照明器具の色温度との中間の
色温度となるように、前記隣接する照明器具の色温度を制御するための制御信号を生成す
ることを特徴とする請求項１に記載の照明制御システム。
【請求項３】
　前記制御部は、前記複数の照明器具を点灯制御する際の色温度の情報を生成し、
　前記出力部は、前記制御部で生成された前記色温度の情報を前記複数の照明器具に出力
し、
　前記複数の照明器具は、前記出力部から出力された前記色温度の情報に基づいた色温度
で点灯することを特徴とする請求項１または２に記載の照明制御システム。
【請求項４】
　それぞれが異なる色温度が割り付けられた複数のグループのいずれか、または、複数の
グループに重複して割り付けられる、それぞれが色温度を変更可能な複数の照明器具を制
御する中央制御装置であって、
　前記中央制御装置に設けられ、前記複数のグループに割り付けられた前記複数の照明器
具を点灯制御する際に、前記複数のグループに重複する照明器具または隣接する照明器具
の色温度を、前記複数のグループ毎に割り付けられた前記色温度の中間の色温度となるよ
うに、前記複数の照明器具の色温度を制御するための制御信号を生成する制御部と、
　前記中央制御装置に設けられ、前記制御部で生成された前記制御信号を前記複数の照明
器具に出力する出力部と、
を有することを特徴とする中央制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、照明制御システム及び中央制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、オフィスビルや各種施設などでは、各フロアや各エリアなどの照明エリ
ア毎に配置される照明器具などの照明負荷を遠隔制御する照明制御システムが採用されて
いる。
【０００３】
　この照明制御システムでは、照明制御装置である中央制御装置に伝送ラインを介して複
数の照明用機器が通信可能に接続されており、各照明用機器は、中央制御装置からの信号
によって制御される。また、中央制御装置と複数の照明用機器とが伝送ラインを介して通
信することにより、中央制御装置は照明用機器を統合的に管理することができるようにな
っている。
【０００４】
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　この種の照明制御システムにおいて、照明用機器として、色温度を変更することができ
る照明用機器、例えば、発光ダイオード（Light Emitting Diode：以下、ＬＥＤと記載）
の発光素子を光源として用いたＬＥＤ器具等が用いられる場合がある。
【０００５】
　そして、照明制御システムには、複数のＬＥＤ器具を複数のグループに分割し、それぞ
れのグループで異なる色温度を割り付けて点灯制御することがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－９２６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来の照明システムは、あるグループと他のグループとで大きく異なる
色温度が割り付けられた場合、あるグループと他のグループとの境界で色温度が急激に変
化するため、違和感が生じるという問題があった。
【０００８】
　実施形態は上述した事情に鑑みてなされたもので、複数のグループに割付けられたＬＥ
Ｄ器具の色温度を違和感なく点灯制御することができる照明制御システムを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　実施形態に係る照明制御システムは、中央制御装置と、それぞれが異なる色温度が割り
付けられた複数のグループのいずれか、または、複数のグループに重複して割り付けられ
る、それぞれが色温度を変更可能な複数の照明器具と、前記中央制御装置に設けられ、前
記複数のグループに割り付けられた前記複数の照明器具を点灯制御する際に、前記複数の
グループに重複する照明器具または隣接する照明器具の色温度を、前記複数のグループ毎
に割り付けられた前記色温度の中間の色温度となるように、前記複数の照明器具の色温度
を制御するための制御信号を生成する制御部と、前記中央制御装置に設けられ、前記制御
部で生成された前記制御信号を前記複数の照明器具に出力する出力部と、を有する。
【発明の効果】
【００１０】
　実施形態によれば、複数のグループに割付けられたＬＥＤ器具の色温度を違和感なく点
灯制御することができる照明制御システムを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態に係る照明制御システムの全体構成を示す構成図である。
【図２】ＲＯＭ１０に記憶されている割り付け情報テーブル１１の例を説明するための説
明図である。
【図３】ＲＯＭ１０に記憶されている隣接情報テーブル１２の例を説明するための説明図
である。
【図４】天井面に配設された複数のＬＥＤ器具Ｌの一部のレイアウトの一例を示す平面図
である。
【図５】天井面に配設された複数のＬＥＤ器具Ｌの一部のレイアウトの他の例を示す平面
図である。
【図６】中央制御装置２のＣＰＵにおける色温度制御の例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本実施形態を詳細に説明する。　
　図１は、本実施形態に係る照明制御システムの全体構成を示す構成図である。　
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　図１に示す照明制御システム１は、例えば、オフィスビルや各種施設などの各フロアや
各エリアなどの照明エリア毎に設置される照明器具を遠隔制御する中央制御装置２を有し
ている。
【００１３】
　この中央制御装置２には、伝送ライン３を介して後述する色温度を変更可能な照明器具
を構成する複数のＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８、壁スイッチ４、ワイヤレス受信器５、６、及
び人感センサ７が接続される。また、ワイヤレス受信器５に対して無線で信号を送信する
ワイヤレス送信器８から、ワイヤレス受信器６に対して無線信号を送受するワイヤレス送
受信器９から、それぞれ操作信号が送信される。なお、無線信号としては、赤外線、Blue
tooth（登録商標）、Zigbee（登録商標）、Wi-Fi（登録商標）,その他の規格化された無
線通信方式等を採用することができる。
【００１４】
　なお、本実施の形態では、照明器具として、色温度を変更可能なＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１
８を用いて説明するが、これに限定されるものではなく、色温度を変更可能であれば他の
照明器具であってもよい。例えば、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８に代わり、色温度を変更可能
な有機発光ダイオード（Organic Light Emitting Diode：以下、ＯＬＥＤと記載）などの
光源を用いたＯＬＥＤ器具であってもよい。
【００１５】
　複数のＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８、壁スイッチ４、ワイヤレス受信器５、６、人感センサ
７、ワイヤレス送信器８、及びワイヤレス送受信器９は、伝送ライン３に接続される照明
用機器を構成し、これら複数の照明用機器は、伝送ライン３を介して中央制御装置２によ
って制御される。すなわち、中央制御装置２は、本システムを統括的に制御する。
【００１６】
　複数のＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８は、それぞれ所定のグループに割り付けられている。こ
の割り付け情報は、中央制御装置２のＲＯＭ１０にテーブルとして記憶されている。　
　図２は、ＲＯＭ１０に記憶されている割り付け情報テーブル１１の例を説明するための
説明図である。
【００１７】
　図２に示すように、グループＧ１には、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ９が割り付けられ、グルー
プＧ２には、ＬＥＤ器具Ｌ７～Ｌ１５が割り付けられている。また、グループＧ３には、
ＬＥＤ器具Ｌ１３～Ｌ１８に加え、図示を省略している３つのＬＥＤ器具（ここでは、Ｌ
ＥＤ器具１９～２１とする）が割り付けられている。このように、ＬＥＤ器具Ｌ７～Ｌ９
は、グループＧ１及びグループＧ２に重複して割り付けられ、ＬＥＤ器具Ｌ１３～Ｌ１５
は、グループＧ２及びグループＧ３に重複して割り付けられている。以下の説明では、Ｌ
ＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８において特に限定がない場合、単にＬＥＤ器具Ｌと記載、グループ
Ｇ１～Ｇ３において特に限定がない場合、単にグループＧと記載する。
【００１８】
　なお、各グループＧ１、Ｇ２及びＧ３に割り付けられるＬＥＤ器具Ｌの個数は、９個に
限定されることなく、他の個数のＬＥＤ器具Ｌが割り付けられていてもよい。また、各グ
ループＧ１、Ｇ２及びＧ３毎に異なる個数のＬＥＤ器具Ｌが割り付けられていてもよい。
【００１９】
　また、各ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８は、後述する図４に示すように、天井２０に所定の配
設関係で配設されている。ＲＯＭ１０には、図４に示すように配設された各ＬＥＤ器具Ｌ
１～Ｌ１８のそれぞれについて、上下左右方向に隣接しているＬＥＤ器具Ｌの隣接情報が
テーブルとして記憶されている。
【００２０】
　図３は、ＲＯＭ１０に記憶されている隣接情報テーブル１２の例を説明するための説明
図である。
【００２１】
　図３に示すように、隣接情報テーブル１２には、各ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８と、各ＬＥ
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Ｄ器具Ｌ１～Ｌ１８の上下左右方向に隣接しているＬＥＤ器具Ｌとが対応付けられている
。なお、上下左右方向は、図４に向かって見た場合の上下左右方向と同じである。
【００２２】
　例えば、ＬＥＤ器具Ｌ１の上方向に隣接しているＬＥＤ器具Ｌは、図４に示すように存
在しないため、図３のＬＥＤ器具Ｌ１の上方向に隣接するＬＥＤ器具Ｌの欄には“－”が
対応付けられている。また、ＬＥＤ器具Ｌ１の下方向に隣接しているＬＥＤ器具Ｌは、Ｌ
ＥＤ器具Ｌ２であるため、図３のＬＥＤ器具Ｌ１の下方向に隣接するＬＥＤ器具Ｌの欄に
は“Ｌ２”が対応付けられている。同様に、図３のＬＥＤ器具Ｌ１の左方向に隣接するＬ
ＥＤ器具Ｌの欄には“－”が対応付けられ、ＬＥＤ器具Ｌ１の右方向に隣接するＬＥＤ器
具Ｌの欄には“Ｌ４”が対応付けられている。
【００２３】
　中央制御装置２は、これらの割り付け情報テーブル１１の割り付け情報及び隣接情報テ
ーブル１２の隣接情報に基づき、後述する各グループＧ１、Ｇ２及びＧ３に割り付けられ
たＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８のＯＮ／ＯＦＦ制御や色温度制御を行う。
【００２４】
　なお、ＲＯＭ１０には、割り付け情報テーブル１１及び隣接情報テーブル１２に加え、
ＬＥＤ器具Ｌの色温度制御などを行うためのプログラムなどが格納されている。また、中
央制御装置２は、図示しないＣＰＵ、ＲＡＭ及び出力部を有して構成されている。中央制
御装置２のＣＰＵは、ＲＯＭ１０に格納されている所定のプログラム読み出し、ＲＡＭに
展開して実行することで、後述する色温度制御などを行う。
【００２５】
　複数のＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８は、例えば、それぞれ白色ＬＥＤ、赤色（Ｒ）ＬＥＤ、
緑色（Ｇ）ＬＥＤ及び青色（Ｂ）ＬＥＤにより構成されている。制御部を構成するＣＰＵ
は、後述するように、割り付けられた、あるいは、ユーザによって変更された色温度でＬ
ＥＤ器具Ｌを点灯させるために、各ＬＥＤのそれぞれに出力するための制御信号を生成す
る。中央制御装置２の出力部は、ＬＥＤ器具Ｌの各ＬＥＤに対して、それぞれ所定の光量
で点灯させるためにＣＰＵで生成された制御信号を出力する。なお、ＬＥＤ器具Ｌの各Ｌ
ＥＤの点灯制御は、例えば、出力部がＣＰＵで生成された色温度情報を各ＬＥＤ器具Ｌに
出力し、色温度情報を受信した各ＬＥＤ器具Ｌがその色温度情報に基づいて、各ＬＥＤを
所定の光量で点灯制御するようにしてもよい。
【００２６】
　壁スイッチ４は、複数のＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８の集合であるグループＧに対応したオ
ン、オフスイッチ及びグループＧ毎の色温度を調整する色温度調整スイッチを有しており
、ユーザのスイッチ操作に基づいて、対応する複数のＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８からなるグ
ループＧをオンにするかオフにするかのオンオフ制御信号や色温度制御信号を中央制御装
置２に出力する。
【００２７】
　ワイヤレス受信器５は、ワイヤレス送信器８から送信される赤外線信号を受信する。こ
のワイヤレス受信器５は、伝送ライン３に接続可能とする伝送インタフェースを有し、そ
の伝送インタフェースを介して伝送ライン３に接続される。また、このワイヤレス受信器
５には、ワイヤレス受信器５のアドレスデータを記憶するアドレス設定部、赤外線を受信
する赤外線受信ユニットが設けられている。尚、ワイヤレス受信器５は、赤外線を送信可
能とするための赤外線送信ユニットを有している。
【００２８】
　ワイヤレス受信器６は、ワイヤレス送受信器９から送信される赤外線信号を受信する。
このワイヤレス受信器６は、伝送ライン３に接続可能とする伝送インタフェースを有し、
その伝送インタフェースを介して伝送ライン３に接続される。また、このワイヤレス受信
器６には、ワイヤレス受信器６のアドレスデータを記憶するアドレス設定部、赤外線を受
信する赤外線受信ユニットが設けられている。尚、ワイヤレス受信器６は、ワイヤレス送
受信器９へ、赤外線を送信可能とするための赤外線送信ユニットを有している。
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【００２９】
　ワイヤレス送信器８は、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８の点灯／消灯情報や色温度情報を例え
ば、赤外線でワイヤレス受信器５に送信する。このワイヤレス送信器８は、照明制御情報
を赤外線で送信する赤外線送信部、ワイヤレス送信器８のアドレスデータを記憶するメモ
リ等を有して構成されている。
【００３０】
　ワイヤレス送受信器９は、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８の点灯、消灯情報や色温度情報等を
ワイヤレス受信器６との間で赤外線により送受信するための端末器である。このワイヤレ
ス送受信器９は、赤外線を送信する赤外線送信部、赤外線を受信する赤外線受信部、ＬＥ
Ｄ器具Ｌ１～Ｌ１８を点灯、消灯制御や色温度制御を行うための操作ボタン、ワイヤレス
送受信器９のアドレスデータを記憶するメモリを有して構成されている。
【００３１】
　人感センサ７は、人の存在を検知してＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８を点灯制御するためのセ
ンサ端末器である。この人感センサ７は、伝送インタフェースを介して伝送ライン３に接
続される。さらに、この人感センサ７は、人の存在を人から放射される赤外線を検知する
赤外線検出部、人感センサ７のアドレスデータを記憶するメモリを有して構成されている
。
【００３２】
　また、人感センサ７以外にも、図示はしないが伝送インタフェースを介して伝送ライン
３に他のセンサ端末器が接続される。他のセンサ端末器は、例えば、机上面の照度を一定
制御するために照明器具を調光制御するための端末器であり、光を検出するセンサ部、表
示部、センサ端末器のアドレスデータを記憶するメモリを有している。
【００３３】
　このような照明制御システム１では、中央制御装置２と複数の照明用機器とが伝送ライ
ン３を介して通信することにより、中央制御装置２は、照明用機器を統合的に管理して、
複数のＬＥＤ器具Ｌ１～１８の点灯及び消灯制御、色温度制御が可能である。
【００３４】
　ここで、ＬＥＤ器具Ｌの具体的な配置構成について図４を用いて説明する。図４は、天
井面に配設された複数のＬＥＤ器具Ｌの一部のレイアウトの一例を示す平面図である。
【００３５】
　図４に示すように、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８が配設されており、グループＧ１にＬＥＤ
器具Ｌ１～Ｌ９が割り付けられ、グループＧ２にＬＥＤ器具Ｌ７～Ｌ１５が割り付けられ
、グループＧ３にＬＥＤ器具Ｌ１３～Ｌ２１（図示せず）が割り付けられている。
【００３６】
　グループＧ１、Ｇ２、Ｇ３は、それぞれ異なる色温度が割り付けられている。例えば、
本実施の形態では、グループＧ１のＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ９に４０００Ｋ（ケルビン）の色
温度が割り付けられ、グループＧ２のＬＥＤ器具Ｌ７～Ｌ１５に８０００Ｋの色温度が割
り付けられ、グループＧ３のＬＥＤ器具Ｌ１３～Ｌ２１（図示せず）に１２０００Ｋの色
温度が割り付けられているものとする。なお、以下では、グループＧ１、Ｇ２のＯＮ／Ｏ
ＦＦ時の制御について説明する。
【００３７】
　ユーザのスイッチ操作に基づいて、グループＧ１のみがＯＮされた場合、中央制御装置
２は、グループＧ１のＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ９を割り付けられた４０００Ｋの色温度で点灯
するように制御する。同様に、ユーザのスイッチ操作に基づいて、グループＧ２のみがＯ
Ｎされた場合、中央制御装置２は、グループＧ２のＬＥＤ器具Ｌ７～Ｌ１５を割り付けら
れた８０００Ｋの色温度で点灯するように制御する。
【００３８】
　一方、ユーザのスイッチ操作に基づいて、グループＧ１及びグループＧ２が同時にＯＮ
（あるいは、一方のグループＧがＯＮ状態から他方のグループＧがＯＮ）された場合、中
央制御装置２は、グループＧ１とグループＧ２とに重複して割り付けられているＬＥＤ器
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具Ｌ７～Ｌ９をグループＧ１とグループＧ２に割り付けられている色温度の中間の色温度
で点灯するように制御する。このとき、中央制御装置２は、割り付け情報テーブル１１を
参照することで、グループＧ１とグループＧ２とに重複して割り付けられているＬＥＤ器
具Ｌ７～Ｌ９を検出する。
【００３９】
　そして、中央制御装置２は、ＬＥＤ器具Ｌ７～Ｌ９を、グループＧ１に割り付けられて
いる４０００Ｋの色温度とグループＧ１に割り付けられている８０００Ｋの色温度との中
間の６０００Ｋの色温度で点灯するように制御する。これにより、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ６
は４０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ７～Ｌ９は６０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ１０
～Ｌ１５は８０００Ｋの色温度は８０００Ｋの色温度で点灯することになる。
【００４０】
　さらに、中央制御装置２は、隣接情報テーブル１２を参照することで、あるＬＥＤ器具
Ｌを、上下左右方向に隣接するＬＥＤ器具Ｌに割り付けられている色温度の中間の色温度
で点灯するように制御する。例えば、ＬＥＤ器具Ｌ４の左方向に隣接するＬＥＤ器具Ｌ１
の色温度は４０００Ｋであり、ＬＥＤ器具Ｌ４の下方向に隣接するＬＥＤ器具Ｌ５の色温
度は４０００Ｋであり、ＬＥＤ器具Ｌ４の右方向に隣接するＬＥＤ器具Ｌ７の色温度は６
０００Ｋである。
【００４１】
　そのため、中央制御装置２は、４０００Ｋと６０００Ｋとの中間となるように色温度を
再計算し、ＬＥＤ器具Ｌ４を５０００Ｋの色温度で点灯するように制御する。中央制御装
置２は、ＬＥＤ器具Ｌ５及びＬ６についても同様の制御を行い、５０００Ｋの色温度で点
灯するように制御する。また、中央制御装置２は、ＬＥＤ器具Ｌ１３～Ｌ１５についても
同様の処理を行い、６０００Ｋと８０００Ｋとの中間となるように色温度を再計算し、Ｌ
ＥＤ器具Ｌ１３～Ｌ１５を７０００Ｋ色温度で点灯するように制御する。
【００４２】
　これにより、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ３は４０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ４～Ｌ６は５
０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ７～Ｌ９は６０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ１０～Ｌ
１２は７０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ１３～Ｌ１５は８０００Ｋの色温度で点灯する
ことになる。この結果、天井面の色の移行がなめらかに表現されることになる。
【００４３】
　なお、グループＧ１及びグループＧ２がＯＮの状態で、さらにグループＧ３がＯＮされ
た場合、中央制御装置２は、グループＧ１、Ｇ２、Ｇ３に割り付けられている色温度、割
り付け情報テーブル１１及び隣接情報テーブル１２を参照し、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ２１（
図示せず）の色温度を再計算して点灯制御を行う。
【００４４】
　また、ユーザのスイッチ操作に基づいて、あるグループＧに割り付けられている色温度
が変更された場合、中央制御装置２は、変更された色温度に基づいて、複数のグループＧ
に重複しているＬＥＤ器具Ｌの色温度、及び、あるＬＥＤ器具Ｌに隣接しているＬＥＤ器
具Ｌの色温度を再計算して点灯制御を行う。
【００４５】
　図５は、天井面に配設された複数のＬＥＤ器具Ｌの一部のレイアウトの他の例を示す平
面図である。
【００４６】
　図５に示すように、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ１８が配設されており、グループＧ１にＬＥＤ
器具Ｌ１～Ｌ９が割り付けられ、グループＧ２にＬＥＤ器具Ｌ１０～Ｌ１８が割り付けら
れている。すなわち、図５の例では、グループＧ１とグループＧ２とに重複して割り付け
られているＬＥＤ器具Ｌが存在しない。なお、図５の例では、グループＧ１のＬＥＤ器具
Ｌ１～Ｌ９に４０００Ｋの色温度が割り付けられ、グループＧ２のＬＥＤ器具Ｌ１０～Ｌ
１８に９０００Ｋの色温度が割り付けられているものとする。
【００４７】
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　ユーザのスイッチ操作に基づいて、グループＧ１またはグループＧ２のみがＯＮされた
場合、中央制御装置２は、グループＧ１のＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ９を割り付けられた４００
０Ｋの色温度で点灯する、または、グループＧ２のＬＥＤ器具Ｌ１０～Ｌ１８を割り付け
られた９０００Ｋの色温度で点灯するように制御する。
【００４８】
　一方、ユーザのスイッチ操作に基づいて、グループＧ１及びグループＧ２が同時にＯＮ
（あるいは、一方のグループＧがＯＮ状態から他方のグループＧがＯＮ）された場合、中
央制御装置２は、隣接情報テーブル１２を参照することで、あるＬＥＤ器具Ｌを、上下左
右方向に隣接するＬＥＤ器具Ｌに割り付けられている色温度の中間の色温度で点灯するよ
うに制御する。
【００４９】
　これにより、ＬＥＤ器具Ｌ１～Ｌ３は４０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ４～Ｌ６は５
０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ７～Ｌ９は６０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ１０～Ｌ
１２は７０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器具Ｌ１３～Ｌ１５は８０００Ｋの色温度、ＬＥＤ器
具Ｌ１６～Ｌ１８は９０００Ｋの色温度で点灯することになる。この結果、天井面の色の
移行がなめらかに表現されることになる。
【００５０】
　次に、本実施の形態の照明制御システムの作用について図６を用いて説明する。図６は
、中央制御装置２のＣＰＵにおける色温度制御の例を示すフローチャートである。
【００５１】
　中央制御装置２のＣＰＵは、ＲＯＭ１０から図６に示す処理を実行するプログラムを読
み出して実行する。なお、このプログラムは、例えば、ユーザが壁スイッチ４を操作した
際に実行されるプログラムである。
【００５２】
　すなわち、ユーザにより壁スイッチ４への操作があると、ＣＰＵは、ステップＳ１の処
理により、あるグループＧの状態に変化があったか否かを判定し、状態に変化がなかった
場合、ステップＳ１に戻り同様の処理を繰り返し、状態に変化があった場合、ステップＳ
２の処理に移行する。
【００５３】
　ステップＳ２の処理では、ＣＰＵは、状態の変化がＯＮ（または色温度の変更）かＯＦ
Ｆかを判定し、状態の変化がＯＮ（または色温度の変更）の場合、ステップＳ３の処理に
移行し、状態の変化がＯＦＦの場合、ステップＳ７に移行する。
【００５４】
　ステップＳ３の処理では、状態の変化がＯＮ（または色温度の変更）の場合、ＣＰＵは
、他のグループＧに重複しているＬＥＤ器具Ｌがあるか否かを判定し、重複しているＬＥ
Ｄ器具Ｌがある場合、ステップＳ４の処理に移行し、重複しているＬＥＤ器具Ｌがない場
合、ステップＳ６の処理に移行する。
【００５５】
　ステップＳ４の処理では、重複しているＬＥＤ器具Ｌがある場合、ＣＰＵは、他のグル
ープＧの状態がＯＮか否かを判定し、他のグループＧの状態がＯＮの場合、ステップＳ５
の処理に移行し、他のグループＧの状態がＯＮでない場合、ステップＳ６の処理に移行す
る。
【００５６】
　ステップＳ５の処理では、他のグループＧの状態がＯＮの場合、ＣＰＵは、他のグルー
プＧに重複しているＬＥＤ器具Ｌ及び隣接しているＬＥＤ器具Ｌの色温度を再計算し、ス
テップＳ６の処理に移行する。
【００５７】
　ステップＳ３の処理で重複しているＬＥＤ器具Ｌがない場合、または、ステップＳ４の
処理で他のグループＧの状態がＯＮでない場合、ステップＳ６の処理では、ＣＰＵは、状
態に変化があったグループＧに割り付けられている色温度でＬＥＤ器具Ｌを制御する。ま
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た、ステップＳ５の処理で色温度の再計算が行われた場合、ステップＳ６の処理では、Ｃ
ＰＵは、再計算された色温度でＬＥＤ器具Ｌを制御し、ステップＳ１に戻る。
【００５８】
　一方、ステップＳ２の処理で状態の変化がＯＦＦと判定された場合、ＣＰＵは、ステッ
プＳ７の処理により、他のグループＧに重複しているＬＥＤ器具Ｌがあるか否かを判定し
、重複しているＬＥＤ器具Ｌがある場合、ステップＳ８の処理に移行し、重複しているＬ
ＥＤ器具Ｌがない場合、ステップＳ１０の処理に移行する。
【００５９】
　ステップＳ８の処理では、重複しているＬＥＤ器具Ｌがある場合、ＣＰＵは、他のグル
ープＧの状態がＯＮか否かを判定し、他のグループＧの状態がＯＮの場合、ステップＳ９
の処理に移行し、他のグループＧの状態がＯＮでない場合、ステップＳ１０の処理に移行
する。
【００６０】
　ステップＳ９の処理では、他のグループＧの状態がＯＮの場合、ＣＰＵは、他のグルー
プＧに重複しているＬＥＤ器具Ｌ及び隣接しているＬＥＤ器具Ｌの色温度を再計算し、ス
テップＳ６の処理に移行する。
【００６１】
　ステップＳ７の処理で重複しているＬＥＤ器具Ｌがない場合、または、ステップＳ８の
処理で他のグループＧの状態がＯＮでない場合、ステップＳ１０の処理では、ＣＰＵは、
状態に変化があったグループＧのＬＥＤ器具Ｌを消灯制御し、ステップＳ１に戻る。また
、ステップＳ９の処理で色温度の再計算が行われた場合、ステップＳ６の処理では、ＣＰ
Ｕは、再計算された色温度でＬＥＤ器具Ｌを制御し、ステップＳ１に戻る。
【００６２】
　以上のように、照明制御システム１は、複数のグループＧ間で異なる色温度が割り付け
られている場合、複数のグループＧに重複して割り付けられているＬＥＤ器具Ｌの色温度
を複数のグループＧに割り付けられている色温度の中間の色温度となるように再計算し、
点灯制御するようにした。さらに、照明制御システム１は、あるＬＥＤ器具Ｌの色温度を
、あるＬＥＤ器具Ｌに隣接するＬＥＤ器具Ｌの色温度の中間の色温度となるように再計算
し、点灯制御するようにした。この結果、隣接するＬＥＤ器具Ｌの色温度の変化を小さく
できるので、天井面の色の移行がなめらかに表現されることになる。
【００６３】
　よって、本実施の形態の照明制御システムによれば、複数のグループに割付けられたＬ
ＥＤ器具の色温度を違和感なく点灯制御することができる。
【００６４】
　なお、本明細書におけるフローチャート中の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。
【００６５】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として例示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれると共に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００６６】
　１…照明制御システム、２…中央制御装置、３…伝送ライン、４…壁スイッチ、５、６
…ワイヤレス受信器、７…人感センサ、８…ワイヤレス送信器、９…ワイヤレス送受信器
、１０…ＲＯＭ、１１…割り付け情報テーブル、１２…隣接情報テーブル、Ｌ…ＬＥＤ器
具。
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